
日本語指導推進ガイドライン ～多文化共生社会に向け、共に学び成長する児童・生徒の育成を目指して～（概要版）

１ 日本語指導推進ガイドラインとは

３ 日本語指導の６つのポイント（本ガイドラインの構成）

◎外国人児童・生徒等に対する日本語指導の充実
・社会で生きていくために必要な力を身に付けられるよう、一人ひとりの実態に応じた指導・
支援を推進

・校種を超えた連携を重視した長期的かつ継続的な指導・支援の充実
・異文化理解・多文化共生の考えに基づく教育を推進

２ 本ガイドラインが目指すもの

４ 日本語指導推進の４つのキーワード

◎日本語指導推進に係る教職員向け手引
本ガイドラインは、国の動向や東京都教育ビジョン第５次を踏まえ、都内の外国人児童・生徒等

教育の基本的な方針や外国人児童・生徒等に関する諸課題への解決策を示した教職員向け手引であ
る。有識者や学校関係者の意見を踏まえ、各学校のニーズに応える情報を提供し、都内公立学校に
日本語指導を根付かせていく。

・ガイドラインのデジタル
ブック化により、既存の
資料との関連を図り、
教員用指導資料、
児童・生徒用教材との、
効果的な活用を図る。

・研修会や連絡会等で
活用等を促していく。

５ ガイドラインと既存作成教材の関連

動画

資料

資料

東京都教育委員会が支援するアセスメント

4-1 アセスメントの実施

東京都教育委員会は、公立小学校・中学校段階においてはDLA、高等学校段階においてはオンラインテストによ
るアセスメントの実施を支援しています。

オンラインアセスメント（J-CAT）

外国人児童生徒のためのJSL対話型アセスメントDLA（JSL対話型アセスメント）

「DLA」とは、「Dialogic Language Assessment」の略です。文化的、言語的に多様な背景をもつ年少者の
言語能力を、一対一による対話を通して測る、文部科学省推奨の評価ツールです。日常会話はできるが、教科学
習に困難を感じている児童・生徒を対象にしています。紙筆テストでは測れない潜在的な言語能力を測定するこ
とによって、学習支援のための指導計画や学習活動及び教材の選択について考える際のヒントが得られます。

DLA：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm

「J-CAT」(Japanese Computerized Adaptive Test)は、日本語学習者を対象とした日本語能力の判定をイ
ンターネット上で、時間・場所の制約なしに実施できるアダプティブテスト（適応型テスト)です。

J-CATの受験時間は45分～90分程度です。受験者によって出題される問題の種類と数が変わりますので、受
験時間も変わります。J-CATは聴解、文字・語彙、文法、読解の４つのセクションで構成されています。

J-CAT：https://j-cat.jalesa.org/?page_id=168

第４章 継続的なアセスメントと個別の指導計画

中学校 〇日本語指導担当者の1日の様子（例）

校内の担任や授業担当者か
ら生徒の様子、授業内容、
配慮事項等、簡単に聞き取
ります。
（朝、もしくは前日）

１校時
自校通級生１人への指導
①基礎日本語、②技能別日
本語
２校時
自校通級生２人への指導
④内容と日本語の統合学習
（JSLトピック型）
様子を見ながら、授業記録
を付けます。

適宜、給食や掃除等、学級
での児童の様子を観察

放課後、他校通級生の授業記録
を作成し、メールで送信。学習
の様子を伝えると同時に生徒が
無事に帰宅したかの確認も含み
ます。

授業外の時間に次の日の授
業準備を行うとともに、担
当者間での報告・連絡・
相談

週1回の個別支援委員会で
の生徒の状況の共有

〇小学校日本語学級との連携の様子（例）

年間２回行われる学区
内の小・中教員交流会
で情報共有

〇他校通級の連携の工夫
・他校通級生については、指導を行ったその日に授業
記録をデータ作成し、メールで送信しています。

・月末にはその月の通級日一覧表や、来月の通級予定
表を作成、送付しています。

５・６校時
他校通級生１人の受け入れ
1時間目は①基礎日本語
2時間目は②技能別日本語
様子を見ながら、授業記録を
付けます。
授業終了後、バス停まで見送り

〇Teamsの活用
・日本語学級に在籍する生徒一人一人のチームを作成

し、様々な連絡やコミュニケーションを取るための
手段として活用しています。

・チームのメンバーは生徒本人、日本語学級担当教員、

担任、管理職です。

年間２回行われる日本
語学級担当教員研修会
に共に参加

３学期に新中学１年生
についての引継ぎ

小・中の日本語学級合
同で行われる交流会へ
の参加

小学生に向けて「中学
校の生活について紹介
する」スピーチ

・教員間の連携

・児童・生徒同士の交流や保護者との関わり

入学前に不安を感じて
いる保護者との面談

校時 １ ２ ３ ４ 給食 ５ ６

通級児童
自校通級
１年生
１名
１時間

自校通級
１年生
２名
１時間

担当者間
打合せ

学級での
様子を
観察

他校通級
１年生
１名
２時間

第３章日本語指導が必要な児童・生徒の受入れ体制

3-3 日本語指導の指導・支援の実際 日本語指導を推進する上で大切なことは、校内外に関わら
ず担当教員間で絶えずコミュニケーションを図り、生徒の
支援を継続的に行うことです。また、小・中の日本語学級
間での連携も、継続的な指導を行う上で重要です。
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児童・生徒の中には、日常的な会話に支障がないため、指導・支援の必要性が見過ごされている場合があります。
日本語指導で身に付ける力は、日常的な会話によるコミュニケーションのための日本語の力に留まらないことを、理
解しておく必要があります。

日本語指導で身に付けることばの力

（1）学校・社会生活におけるコミュニケーションのための日本語の力を身に付ける。 ≒生活言語能力
（2）教科等の学習に参加するための日本語の力を高める。 ≒学習言語能力
（3）アイデンティティ形成・自己実現のために、ことばを使う力を育む。

各学校では、発達や成長を見据えて教育の連続性を重視し、目指す児童・生徒の姿を共有します。

小学校 中学校 高等学校

生活に必要な日本語を学びながら、
仲間との対話や共同学習を通して、
コミュニケーションや学習に参加す
るための日本語の力を高めることを
目指します。

生活や学習に必要なことばを獲得し
ながら、将来なりたい姿をイメージし、
思考し探究するためのことばの力や学
力の向上を目指します。

学習を選択し、社会的役割を意識し
ながら自律的にことばを学び、自己実
現のためのことばの力を伸ばすことを
目指します。

生活を送ることから
学習への参加へ

学習参加から自己実現
に向けて

自律的な学習者から
社会の一員へ

1-3 発達段階での日本語指導で身に付けることばの力

発達段階ごとの児童・生徒の目指す姿

第１章 児童・生徒を対象とする日本語指導

多文化共生社会に向け、共に学び成長する児童・生徒の育成を目指して
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別添１

(2) 日本語指導実施に
向けた環境整備

(3) 日本語指導が必要な
児童・生徒の受入れ体制

児童・生徒の言語習得は、成人とは異なる特徴があるほか、
文化の違い等から、学校生活で配慮すべきことがあります。
日本語指導の特徴に加えて、日本語指導に関する制度や指導
体制、各自治体の仕組みなどについて理解を深めることで、
児童・生徒の実態に応じた指導・支援につなげます。

教職員が自分の役割を理解し、外国人児童・生徒等が学び
やすい環境を整備します。環境整備の在り方について理解を
深め、学校全体で児童・生徒の言語能力等の学びにつなげま
す。

児童・生徒の入学・編入等は、言語だけでなく、日本の学
校生活への適応などの課題があります。日本語指導の受入れ
体制について理解を深めることで、児童・生徒が安心して学
校生活を送れるようにします。

(1)外国人児童・生徒等を
対象とした日本語指導
の特徴等への理解

(5) 日本語指導プログラムと
コース設計

(6) 専門性の向上と理解促進

児童・生徒へのアセスメントには、日本語指導の要否等を
判断する診断的評価のほか、形成的評価、総括的評価があり
ます。アセスメントの意義や個別の指導計画について理解を
深めることで、計画的な指導・支援につなげます。

児童・生徒への日本語指導は、ことばの力（3つの柱）の
習得が重要です。日本語指導のプログラムとコース設計を学
び、一人一人の実態に応じた指導・支援を実施することで、
児童・生徒に必要な力を育みます。

学校全体で組織的に取り組むためにも、全ての教職員が外
国人児童・生徒等教育や日本語指導の質的向上を意識します。
それぞれの立場で関わり方や役割を検討し行動するために、
研修・研鑽を行うことが期待されます。

(4) 継続的なアセスメントと
個別の指導計画


